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r超」整理法j本と題した本がベスト・セラーになっている。整理整頓に思い悩む人がそ
んなにいるのかと感動すら覚えつつ，おもわず手を伸ばした方も多いだろう。ご多分に漏
れず私もそのひとりである o (格の大幅に違う)同業者が書いたノウハウ本という好奇心も
手伝って，さっそく飛びついた。一通り読んだあと，自分が日本の西の端でのんびり暮ら
す凡人であることを再認識した。この著者くらい「超j多忙かつ日々「超J大量の情報に
囲まれている人向けの本，というのが率直な感想である。いずれにせよ，この手の本が売
れること自体，広い意味で情報化への関心が高いということだろう。
ところで，r情報化jと声高に叫ぶのは簡単だが，その実体は何なのだろう。
情報化の大きな壁は 人間と機器との対話手段 たとえばキーボードにありそうだ。上
述の著者はいう o rパソコン・アレルギーとは，コンピュータに対するアレルギーでなく，
実はキーボード恐怖症なのであるoJペン入力や音声入力など人に優しい商品が続々と開
発されているよつだが，それらがキーボードにと 9 てかわることはないように思う。それ
にしてもキーボードとはきわめてやっかいな代物である。上の引用に続けて次のような記
述がある。「ブラインド・タッチは， 30分あれば覚えられる。これは，嘘でも誇張でもな
い。j残念ながらこれには賛同できない。やはりこの著者は「超J人のようだ。
身近な情報化の lつにネットワーク利用がある。長崎大学でも急速に整備が進んでおり，
少なくともネットワークにぶら下がる準備は万端整った。が 自分の仕事にコンピュータ
技術を必要としない者にとって，最近の情報機器の氾濫はキや頭が痛い。正直言って，高々
ワープロが使えれば十分である。ましてやネットワークなど高嶺の花だ。とはいうものの，
これだけ情報化が叫ばれるとやはり乗り遅れるわけにはいかない。では どうすればよい
のだろう。
ネットワークを利用するということは 学術研究にコンピュータ技術を使うこととは違
う気がする。むしろ電話を使うこと，金融機関の ATMを使うことに近いはずだ。その意
味でもっとも"大衆受け"しそうな利用法は 電子メールとデータベースあたりだろうか。
そもそも電子メールとは何か。いくら言葉を並べてもうまく説明できそうにない。「百聞
は一見に如かず」実際使って理解する方が早い。何より仕組みなどわからずとも，みんな
電話を使っている。では 電子メールを使うと何が便利なのか。手紙や電話があれば十分
ではないか。
事野口悠紀夫著，中公新書
一 7-
先日，現にアメリカの企業で電子メールがどのように活用されているか，というテレビ
番組を視た。典型的オフィスの日常である。主人公は 数日後に予定された会議資料をパ
ソコン上で作成する。できあがった資料を隣の部屋の秘書に電子メールで送信すると，秘
書は誤字脱字等を点検・訂正のうえ返信してくる。完成した資料は会議の出席者全員に一
斉送信する。単なる報告ならばこれですべて片がつき，全員が集まる会議本番では，重要
なもののみを集中的に議論できる，という具合だ。
どうやら電子メールは手紙や電話の単なる代替物ではなさそうだ。単純に考えても，資
料を印刷する時間や紙，配布の手間，さらに注目すべきは会議の時間さえ短縮できる。こ
れならわれわれ大学の世界でも十分活用できるはずである。しかし，今現在の状況で判断
する限り，大学での電子メール利用は個人レベルの普及にゆだねられている。いくらハー
ドの整備が進んでも，どんなに大学の情報化が叫ばれようと 使い手が動き出さないこと
にはどうしようもない。確かに ワープロがこれほどまでに短時間に普及したことを考え
れば，かすかな期待をもてないこともない。が，少なくとも回りを見渡すかぎり，夢物語
といわざるをえない。
むろん，紙や電話に代えてすべての情報を電子メールで伝達しようと言っているのでは
ない。達筆な手書きを重んじるもよし 長電話を楽しむもよし。しかし 一枚の文書を手
書きでコツコツ写すよりも，コピー機を使えばはるかに速いことは誰もが知っている。そ
れと同じで，電子メールという道具は仕事の効率化の可能性を秘めているということだ。
まずは，電子メールという選択肢があること志認識する時期にきている気がする。もち
ろん，ワープロをどうしても使いたくない人，電話はどうも苦手な人，がいることを無視
できないのと同じで 電子メールを使わずとも困らない環境は大切かもしれない。
データベースに話を移そう。私自身がデータベースの真価を最初に感じたのは，残念な
がら大学問ネットワークではない。 1年半ほど前初心者ネットワーカーながら，大胆にも
ある商用パソコン通信に加入した。学術目的というより趣味の一貫として楽しんでいるが，
ここでえられる情報たるや まさにすごい。量・質・速さ すべ・ての点で全国共通・世界
均一にほしい情報がえられる。日本の果てのデメリットを少なくともここで感じることは
ない。
もちろん学術研究用のデータベースも豊富に供給されている。ただし，どこにどんなデー
タベースあるのか，そのデータを知らないことには宝のもちぐされである。それでも現在，
研究室のパソコンから自分が読みたい文献がどの大学にあるか調べることができるし，最
近複写依頼も可能になった。もちろん図書館へ直接出向けば同じサービスを受けることが
できるわけだから，足を運ぶかどうかの違いといってしまえばそれまでだが。電子メール
同様これも，新たな選択肢を与えられたと考えたい。
電子メールにしろデータベースにしろ いったんその世界を知るともはや手放すことは
できない。が最大の難点は，それが電話をかけるほどには簡単ではないということだろう。
とにもかくにもネットワークにつながり情報らしきものを交換できるようになるまでに，好
余曲折長い道のりを経なければならない。おそらくそれがネットワーク利用の普及を妨げ
ている要因の lつでもあるのだろう o
誰にでも得意・不得意があり こと不得意な分野についてはいかんともしがたい。とく
にこの分野の技術的な話になると，人から話を聴くにしろ本を読むにしろ，素人には意味
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不明のカタカナ・略語が並び閉口する。いくら勉強するにしてもわからないものはわから
ない。たとえば，通信速度が「遅いjといわれでも，速い世界を知らない者にはどこがど
う「遅いjのかまったくわからない。いっそ割り切って かのベスト・セラ一作家の助言
にしたがうのが最善の道に思われる。「…パソコン少年と仲よくなって，操作法を教えて
もらうのがよい。どんな職場にも，大抵，パソコン・マニアがいる。いなければ，紹介し
てもらう。マニュアルというのは，ある程度使ってから，操作が分からなくなったときに
読むものだ。最初からマニュアルを読んでいては，いつになっても操作できない。J情報化
社会を乗り切るために身につけるべき能力は，単に機械を使えることでなく，他人を上手
に利用できることかもしれない。
結局，整理整頓も情報化も「言うは易く行うは難しJである。私自身の 2年半余の"隠れ
ネットワーカー"体験を振り返っても，その道のりは悪戦苦闘の連続だ、った。しかし，それ
相応のカネと時間を費やしはしたものの，そのことを無駄だったと感じることはない。「そ
のうちに自分もネットワーク利用を」と密かにもくろんでいる方も多いだろうが(そうい
う方にこれを読んでいただいていればの話だが)，機はそろそろ熟しつつあるようだ。整
理整頓の努力を下手に繰り返すより，ネットワークを有効に利用する方が，賢い情報人へ
の近道に思えてならない。
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